
られる丁寧な説明と市民参加の場を設けること。
● 国の「子どもの貧困対策」（大綱）に示された「養

育費確保」の推進に取り組むこと。
● 市立幼稚園の３歳児保育は、地域の保育環境を

考慮・配慮し理解が得られるよう取り組むこと。
● 障がい者等が農業分野での就労や生きがい、また

担い手確保に繋がる農福連携に取り組むこと。
● 認知症の人が起こす「事故救済制度」の早期の

構築を図ること。　
など（全 179 項目）

＊〈コロナ対策〉● 市内事業者への継続的支援
　 ● PCR 検査体制の充実及び保健所の復活を
　 ● 国へ医療機関の前年度収益分の支援を求めること 
＊〈子ども医療費〉● 中学卒業までの完全無料化復活
＊〈妊婦健診〉● 助成を14 回10万円以上への増額
＊〈市民病院〉● 他の病院との統合をしないこと
　 ● 職員の給与削減を行わないこと
＊〈地域猫〉● 活動への避妊手術助成を
＊〈新三田〉● 駅のエスカレータ設置（全面改修）

を JR に求めること
＊〈公共交通〉● 地域の実情に応じて導入を進めること
　 ● 市内各地域から市民病院への直通バスを
＊〈幼稚園、中学校統廃合〉● 案の撤回も含め地元

の声を尊重すること
＊〈野焼き〉● 農業者、非農業者の声を聴き対策を
＊〈国保税〉● 子どもの均等割りの見直しを
＊〈介護保険〉● 基金も使い利用者負担引き下げを
＊〈障害者〉● 人権が守られる監査体制を整えること

など（全 237 項目）

● 新型コロナウイルスへの市独自の支援対策事業
● 勤労者の労働環境の状況把握と緊急雇用対策
● 第５次総合計画に向け、人口計画の明確な方針
● 市民と双方向情報発信による広報広聴のあり方
● 産官学地域連携とUIJ ターンで若者転入促進
● 急性期医療連携で持続可能な安心医療施設構築
● 国・県の連携と徹底した財政縮減と税収納強化
● 市民センターに窓口業務とWeb 会議機能設置
● 障害者保護者の高齢化対策と生活支援体制確立
● 平谷川緑地など身近な都市公園整備で憩い創出
● GIGA スクールとICT 教育確立と人材育成
● 各自治会への加入促進と加入メリットの提示

（全 138 項目）

● 新型コロナウイルス感染症対策の強化
● 第 5 次総合計画策定に向けた取り組みの推進
● 行財政構造改革の推進
● 公共施設・公有地の適正管理と処分　　
● 地域コミュニティ支援の強化
● 市民センター等における地域担当制の検証
● 第三テクノパーク構想の推進
● 商工業の振興（中心市街地活性化）
● 農業振興と農村保全対策（地産地消の推進・担

い手の育成・有害鳥獣対策）
● 待機児童対策および市立幼稚園の再編　
● 池尻児童館の機能強化　　
● 社会福祉協議会との連携強化
● 生活保護受給者への対応
● 障がい者雇用の促進と支援強化
● 市街化調整区域の規制緩和
●ＪＲ三田駅前市街地再開発事業の早期実現
● 都市計画道路の早期実現及び見直し
●ＪＲ新三田・広野・相野駅周辺及び対中町のまちづくり
●クリーンセンターの施設更新に向けた取り組み
● 例外となる野外焼却の市民理解の促進
● 公営墓地運営の適正化　
● 上下水道事業の安定的な健全経営
● 小中学校のあり方の検討
● 不登校対策（いじめ対策）
● 消防職員の人員確保及び消防器具庫等施設整備
● 市民病院の急性期医療の確保及び医師、看護師

の確保、救急医療体制の強化
● 地域医療連携の強化

など（全 67 項目）

＊〈まちづくり〉● マイクロバスでの市の直営バス
　 ● 防犯カメラの増設 ● 相野駅周辺の整備　

　 ● 空き家対策
　 ● 本庄文化センター解体後の土地活用
＊〈教育〉● 八景・上野台中統合の財政負担の明確化
　 ●リモート学習の促進と少人数学級の研究
　 ● 学校給食の充実運搬保温容器の適時更新
　 ● 存続危機の部活動を廃部としない
　 ● 小学校のがんばりタイムの充実
＊〈市民病院〉● 医師、看護師不足の解消
　 ● 統合再編についての情報を議会と市民に提供する
＊〈福祉・健康〉● 高齢者の外出支援
　 ● 言語聴覚士の採用
　 ● 認知症対策（徘徊時の賠償保険加入の促進等）
　 ● すい臓がん・緑内障検診受診の啓発　
　 ● 慢性疾患を持つ子供への医療費支援　
＊〈農業・商業〉● 例外的野外焼却問題について
　 ● 農業者・市民・市との意見交換及び農業後継

者支援
　 ● 有害鳥獣防護柵設置の拡大 ● 空き店舗対策
＊〈環境〉● 新ゴミ処理施設の財政負担の明確化
　 ●スプレー缶、リチュウム電池の分別回収の実施
　 ● 資源ごみ回収奨励金の見直し
＊〈企画〉● ふるさと納税リピーター率の向上
　 ● 選挙における外出困難な高齢者の投票支援
＊〈危機管理〉●コロナ感染予防対策と備蓄の充実
　 ● PCR 検査の体制強化

など（全 103 項目）

●コロナ対策は「命を守る」、「生活を守る」、「弱者
を守る」との視点を重視し取り組むこと。

● 国のデジタル化方針に基づき、市行政のデジタル
化の促進に積極的に取り組むこと。

● 激甚化する風水害被害対策として、気象予報士
等の育成・配置を検討すること。

● フラワータウンを中心とするニュータウンの再生・
活性化に向け計画策定に取り組むこと。

● 市民病院の連携・再編問題は、市民に理解が得

＊〈歳入〉●ごみ処理事業の広域化による費用削減
と増収を。

＊〈まちづくり〉● 中心市街地活性化へ向けていろん
な意見を取り入れることができる組織を構築。災害
に強いまちづくりを推進。

＊〈教育・文化〉● 学力格差、体力格差をなくすた
めの行政と家庭の協働施策の構築。国際交流を
利用し、グローバルな人材育成を。

＊〈商工観光・農業〉● 若者の起業を支援しながら、
市政に対して参画できるシステムを構築。

＊〈医療・介護・福祉〉● かかりつけ医制度と総合
診療科の充実。三田市民病院の改革の推進。

など（全 34 項目）

● 市街化調整区域内で活用できそうな用地の把握や
用地紹介、区域の見直し

● カルチャータウンの活性化のため住・産・学が
主体となったまちづくりの推進

● テニスコート全面張替え計画の策定で転倒やイレ
ギュラーバウンドを防止

など（全 27 項目）

＊〈阪神地域における地域循環型経済の確立〉● 自
然体験型のマイクロツーリズムを推進するととも
に、農畜産物や再生可能エネルギーの地産地消
を進める。

＊〈コロナ対策における市民活動支援の実施〉●「新
しい生活様式」対応するための支援や困難に直面した
人に対する援助活動への支援を実施する。

など（全 73 項目）

● STEAM 人材育成を推進する市立高校の設置
●プログラミング教育・外国語教育への支援
● 部活動指導あり方検討会の設置
● 未来の学校みんなでつくろうプロジェクトへの参加
●ローカルファーストの理念によるまちづくりの推進
● 社会人の再訓練・再教育の拡充

など（全 15 項目）

三田市　予算要望

　市議会では、市が来年度に行う事業等の予算要求の時期に合わせ、市長に対してこれらの予算に市民の意
見や要望が反映できるよう、各会派で要望を行っています。その内容の一部をご紹介します。
＊各会派の要望を掲載しているため、重複している項目もあります。

令和3年度
予算にかかる市市議議会会会会派派要要望望

盟政会
（今北・福田（秀）・森本・幸田・白井）

新政みらい
（厚地・北本・佐貫・中田）

市民の会
（檜田・美藤）

日本維新の会三田
（小山・林）

日本共産党三田市議団
（長尾・木村・水元）

無会派
（肥後）

無会派
（小杉）

公明党
（松岡・大西・福田（佳））

無会派
（井上）
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